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2020 年 3 月 17 日 

商 工 中 金 

公益財団法人ふくい産業支援センター（FISC）との連携第 1号案件 

超小型人工衛星の研究開発に取り組む株式会社スペースエッジラボ様を 

金融面からサポート 

商工中金は、事業性の判断が難しく、収益化に時間を要する分野に取り組む創業間もない

中小企業の皆さまを、関係機関と連携しながら、積極的にサポートしています。 

 

商工中金（福井支店）は、株式会社スペースエッジラボ様（本社：東京都文京区、代表者：

福代 孝良氏）に対し、超小型衛星向け機器の研究開発及び販売等に必要な資金の一部を融

資しました。 

 

同社は、超小型人工衛星 Cube Sat の研究開発を行う東京大学発のベンチャー企業です。

研究開発から販売運用まで一貫して手掛け、高品質でありながら、短納期を実現しています。

同製品は、技術・研究面では福井県、製造面では県内企業のサポートを得るなど、産学官金

連携でのモデルケースと注目されており、発展途上国の人工衛星市場への参入を図るなど、

一層の事業拡大が期待されています。 

 

今後、同社は、超小型衛星に搭載する各種機器の高性能化と小型化を両立する研究開発を

継続し、大口の予算確保が難しい発展途上国向けの製品開発を加速させていきます。 

商工中金は、FISC（※）が事務機能を担うふくいオープンイノベーション推進機構（FOIP）

と連携し、綿密な事業性評価を実施。同社の取組みが、福井県の宇宙産業発展に貢献すると

ともに、民間企業の宇宙産業参入や新たなビジネス創出に資するものと考え、プロジェクト

推進に必要な資金を無担保で融資しました。今後も同社の事業拡大に合わせ、ビジネスマッ

チングなどの伴走支援を実施していきます。 

（※）商工中金は、2020年 2月 25日に中小企業の新たな技術開発や研究をサポートするため、公益

財団法人ふくい産業支援センターと包括連携協定を締結しています。 

 

商工中金は、創業ステージにある中小企業の皆さまの支援を通じ、経済の発展に貢献して

まいります。 

 

【株式会社スペースエッジラボ様の概要】 

所 在 地 東京都文京区本郷 4-12-16 

代 表 者 福代 孝良様 

資 本 金 250万円 

従業員数 5名（2020年 2月現在） 

設 立 2018年 7月 

業 種 超小型衛星の開発業 

                            【同社が開発した超小型衛星同等品】 

 


